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１． ⻑寿命化計画策定の目的・位置づけ 

1) 背景および目的 

少子高齢化や人口減少のさらなる進行で厳しい財政状況が予想される中、今
後、公共施設のニーズの変化や老朽化が想定され、従来の事後保全型管理手法の
ままで維持管理や建替え等を行っていくことは、極めて厳しい状況にある。 

そこで、総務省の個別計画策定マニュアル・ガイドライン等の方針に基づき、
既存公共施設の定期的な点検を行い、劣化・利用状況等の状況を把握し、予防保
全型維持管理を導⼊した⻑寿命化計画を策定する。⻑期的な視点をもって、⻑寿
命化改修等を計画的に実施していくことにより、財政負担抑制・平準化を行う。 

 

 
 

保全分類 分類の考え方  部材 
時間計画保全 不具合が起こると建物の寿命や機能、安全性を大

きく低下させるため、耐用年数を参考に問題が起
こる前に、対策を行う。 

 屋根、外壁、受
変電設備等 

状態監視保全 不具合が発生することが、点検等により把握が出
来るものは、それらの結果や不具合により、対策
を行う。 

 受水槽、空調
機等 

事後保全 不具合が発生しても、建物の寿命や機能、安全性
への影響が少ないものは、不具合発生後に対策を
行う。 

 内装材、照明
設備機器等 

 
 

  

保全 

予防保全 

事後保全 

時間計画保全 
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2) 位置づけ 

本計画は、伊根町の最上位計画である「第６次伊根町総合計画」を下支えする
「伊根町公共施設等総合管理計画」の下位計画である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

3) 計画期間 

計画期間は、30 年間（令和３年〜32 年）とする。 
本建物は平成 16 年竣工の為、築 17 年から築 45 年の期間の計画となる。ただ
し、塩害の影響等を考慮して５年毎に定期点検を行い、10 年後に必要に応じて、
劣化状況を反映した⻑寿命化計画の見直しを行う。 
 

 

実施年 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 〜
計画年数 - 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 〜
定期点検 ◯ ◯ ◯

計画１回目

計画２回目

第６次伊根町総合計画 

 

 

等 

個別施設計画 

公営住宅 
伊根町⻑寿命化改修計画 

(総合保健施設編) 道路 

伊根町公共施設等総合管理計画 

 

 

基本方針 分野別方針 
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２． 施設の状況 

1) 施設の配置状況 

伊根町南部の伊根湾に面する地域で、伊根地域⻄側の日出地区内に位置す
る。 
 
 

 
※ 国土地理院 HP の地理院地図を加工・建物位置追記して作成 

出典：国土地理院 地理院地図<https://maps.gsi.go.jp/> 

 
 
 

  

施設位置 
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2) 施設の性能状況 

① 老朽化について 
随時改修がされており、比較的良い状態で保たれているが、海が近く風雨が強

い塩害地域であるため、一般地域より劣化が早期に進行することが考えられる。 
② 耐震性について 

新耐震(1981 年以降)で構造計算がされており、十分な耐震性を有している設
計となっているため、耐震改修は基本的には不要である。 
③ バリアフリー化について 

竣工時に京都府福祉のまちづくり条例に適合しており、バリアフリー化がさ
れている。 
④ 省エネルギー性について 
 現在使用している空調機器や照明器具等の設備機器は、竣工から年数が経っ
ており、現行機器と比べると性能は低い状態にある。 
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3) 施設の運営・利用状況 

単位：回 
年度 H28 H29 H30 R 元 

運動指導室 週４~５回定期的に利用 
保健指導室 週１回程度 週４〜５回程度 
調理実習室 月１〜２回程度 月２回程度 

合計 304 304 492 492 

※半日を 1 単位で計上 
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4) 管理運営コスト 

  単位：円 
科目 節   H28 H29 H30 R1 

需用費 消耗品（修
理部品等） 

  - - - - 

燃料費 除雪機用 0 28,003 0  2,721  
光熱水費   2,111,287 2,622,463 2,292,342  2,009,439  
修繕費   353,160 124,092 553,704  341,486  

役務費 手数料 消防設備点検、カーテ
ンクリーニング等 

28,296 10,800 17,280  0  

保険料   249,981 239,156 239,156  232,603  
委託料 清掃、泥上げ 308,263 344,202 337,609  353,445  

ＷＡＸがけ 129,600 129,600 129,600  129,600  
椅子、ソファー洗浄・除
菌 

0 0 43,200  64,800  

電気保安管理 224,856 224,856 224,856  245,904  
ＳＥＣＯＭ機械警備 557,280 557,280 557,280  562,400  

使用料   6,400 8,300 9,400  6,800  
工事請負費   0 77,480 1,823,040  0  

合計   3,969,123 4,366,232 6,227,467  3,949,198  
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5) 課題の整理 

高齢化が予想され施設利用者が増加すると想定されるが、建物は海に近く塩
害による劣化が進行し、また、建築年数が経って各所で老朽化が進行しつつある
ため、計画的な改修を行い、施設機能の維持に努める必要がある。 
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３．利活用・運用方針 
国保直営診療所と密接な連携の元で、保健、医療、福祉が一体となって、被保

険者等の健康保持増進や複雑多様化する地域の保健・福祉ニーズに即応するた
めに、保健事業部門、在宅介護支援部門、訪問看護部門を置き、各種事業を行っ
ている。また、伊根町地域防災計画で福祉避難所に指定されており、非常時は災
害対応拠点や避難所として利用している。 

平成 16 年竣工で比較的新しく、町として必須の機能を備えた施設であるため、
劣化している部分の改修や予防保全改修等、⻑寿命化を行って⻑期に渡り運用
していく。 
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４．⻑寿命化改修計画 

1) 基本情報 

① 主要施設情報 
名称：伊根町国⺠健康保険総合保健施設 
主要用途：総合保健施設 
住所：京都府与謝郡伊根町字日出 646 番地 
階数：２階 
延床面積：768.97 ㎡ 
構造：木造 
確認済証：平成 15 年６月 30 日 第 BVJ-K03-10-0634 号 
検査済証：平成 16 年１月 13 日 第 BVJ-K03-39-0634 号 
京都府福祉のまちづくり条例：適合 
 

② 基本数量 
施設名 外壁面積 屋根面積 

総合保健施設 623 ㎡ 543 ㎡ 
車庫(平屋建て)  67 ㎡  83 ㎡ 
車庫(２階建て) 166 ㎡ 226 ㎡ 

 

③ 主な改修履歴 
平成 30 年 10 月 キュービクル修繕工事 
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2) 劣化診断結果 

① 建築 
外部：風雨等により、外壁板材の塗装やシーリング等に劣化があり、定期的な

予防保全工事が必要な状態にある。 
内部：床フローリングにキシミやリハビリ機器の使用による損傷があり、原因

調査・改修が必要な状態にある。 
② 電気設備 
 外部：屋外設備に腐食があり、定期的な更新等対策が必要な状態にある。 
 内部：経年劣化で床暖房の効きが悪くなり、利用に支障がある状況にある。  
③ 機械設備 
 外部：空調機や架台に腐食があり、定期的な更新が必要な状態にある。 
 内部：漏水があり、原因の詳細調査・改修が必要な状態にある。 
 

3) ⻑寿命化計画 

① ⻑寿命化の方針 
定期点検を行うことにより、建物の状況や劣化状態を把握し、改修等の維

持管理方法に予防保全を取り⼊れて不具合が起こる前に対策を行うことに
より、施設機能の停止や建物性能の低下を防止する。また、バリアフリー化
や省エネ化等の社会的要求等に対応する機能向上を図ることにより、建物
をより良い状態を保ちながら、躯体の耐用年数まで使用する。 
 

＋  機能向上の例  ＋ 
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メンテナンス性向上 断熱化 
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③  ⻑寿命化対策 
◯ 老朽化対策について 

改修に大規模な足場を必要とする外壁や屋根等の外部の劣化が目立っ
てきている。定期的な点検を行い、劣化部等は計画的に改修を実施してい
く。 

◯ 耐震性について 
現在は、構造部材の大きな劣化は確認できないが、木造であるため、水

や湿気に弱く、外壁や屋根等の予防保全改修や点検を行うことによって、
漏水を予防し、耐震性を維持していく必要がある。また、非構造部材の点
検や固定等対策がされていないので、点検を行い災害拠点として安全対策
を行う。 

◯ バリアフリー化について 
住⺠のニーズや建物利用用途に対応した改修や、既存部材の経年劣化改

修を行っていく。 
◯ 省エネルギー性について 
 設備機器を更新する際に、LED 化や省エネルギーな機器にすることによ
り、省エネルギー性を向上する。 

◯ メンテナンス性向上・高耐久化について 
 運動指導室の照明器具が高所にあり、電球やバッテリー交換等のメンテ
ナンス性が悪い状態にある為、照明器具更新時に LED 化を行い、更新頻度
を減らす。 

④  ⻑寿命化対策工事の計画 
 
 
 

 



- 25 - 

 

⑤ ⻑寿命化による効果 
「建築物の耐久計画に関する考え方」によると、木造建築物の耐用年数は

30〜50 年とされている。本建物は、公共建築物で適切な設計監理・施工が
行われ、修繕も適宜、実施されており、比較的良い状態が保たれていると考
えられるので、目標耐用年数は 50 年とする。 

 

建築物の構造 目標耐用年数 
鉄骨鉄筋コンクリート造 高品質 80〜120 年 
鉄筋コンクリート造 普通品質 50〜80 年 
鉄骨造 重量鉄骨 50〜80 年 

軽量鉄骨 50〜80 年 
コンクリートブロック造  30〜50 年 
木造  30〜50 年 

<建築物の耐久計画に関する考え方（社）日本建築学会> 
 

仮に事後保全型管理の耐用年数 30 年、予防保全型管理は耐用年数 50 年
とし、今後 50 年間の事業費を比較すると、従来の事後保全型は 8.8 億円に
対し、⻑寿命化修繕計画の実施による予防保全型が 6.1 億円となる。2.7 億
円の財政負担抑制効果がある。 
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定期的な点検を実施し、建物の状態を把握することにより、計画的に改
修工事や改築を行う。それにより、建物の安全性や信頼性を確保し、財政
負担の平準化が出来る。 

 
 


